
 

 

 

 

 

 

 

冬休み 12月 25日（土）～１月 10日（日） 

子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。楽しい計画を立てられているご家庭もあることでし

ょう。安全で楽しい冬休みになるよう、冬休みの過ごし方についてご家庭でもお話しください。 

 

（１）きまりを守り、安全で規律のある生活を送りましょう。 

○ 先日配付した「冬休みの過ごし方」をご覧ください。 

 

（２）計画を立て、自主的な生活を送りましょう。 

  ○ 生活表を活用しましょう。 

○ 冬休みの課題、読書、書き初め練習、復習などに進んで取り組ませてください。 

 

（３）健康な生活を送りましょう。 

  ○ 早寝、早起き、うがい、手洗いで風邪予防に努めさせてください。 

 

（４）地域や家族の一員として、有意義に過ごしましょう。 

  ○ 家族と相談して自分の仕事を決め、継続して取り組ませてください。 

  ○ 家族やお客様、地域の方へのあいさつを心がけましょう。 

 

（５）冬季の事故防止に努めましょう。 

  ○ 交通事故防止について 

   ・道路は右側を 1列で歩く。 

   ・道路脇の雪の壁に上らない。 

   ・飛び出しは絶対にしない。 

   ・横断や車のスリップに気を付ける。 

   ・コートなどで、耳がふさがれる場合があるので車の接近などに気を付ける。 

   ・自転車に乗らない。 

（学校では「道路に雪がある間は乗りません。雪がなくなって乗る時には、お家の方とよく相談し

ます。」と指導しています。） 

○ 危険防止について 

 ・不審者対策の徹底（きょ・う・は・いか・の・お・す・し） 

 ・危険箇所で遊ばない。（安全マップでご確認ください。） 

 ・火の用心を心がける。 

 ・家で決めた帰宅時刻を守る。（暗くなる前に帰宅する。） 

 ・不審電話に気を付ける。（分からない人からの電話には、友達の住所や電話番号を教えない。） 
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地区役員の皆様が、毎月子ども達の登下校や地区での様子を見守ってくださっています。その記録から主

なものを紹介いたします。 

＜交通安全＞ 

・日暮れが早くなり天候の悪い日も多くなっているので、周りをしっかり確認しながら下校するように伝え 

た。 

・きちんと一列で歩いている。寒さのせいか下を向いたり手をポケットに入れたりしていて危険を感じる。 

・班が横に広がり気味である。指導しても少し離れると元に戻ってしまう。天候が悪くなる時期になるので 

気を付けてほしい。 

・周囲をよく見ていた。 

・冬にかけて荒れた日は風が強くなる。見通しの悪いところの横断に注意するよう声をかけたい。 

・小雨のときもしっかり一列に並んで歩いている。 

・低学年がいる班は班長が注意を払っていて列が乱れない。高学年だけの班でときどきばらばらに歩く様子 

が見られた。冬に向かい道幅が狭くなるなど状況が悪くなるが、一人一人が注意を払って安全に登下校し 

てほしい。 

 

＜あいさつ＞ 

・しっかりあいさつをしてくれて気持ちがよい。（多数） 

・見守り隊の方にきちんとあいさつをしていた。子ども同士でもで 

きるとなおよい。 

・あいさつは気持ちが良いこと。する側もされる側も良い気持ちにな 

れると声をかけていきたい。 

・朝はテンションが低いのか声が小さいので、もう少し大きい声であ 

いさつをしてほしい。 

・笑顔であいさつしてくれる子が多かった。元気なあいさつを聞くと 

気持ちよい朝となり１日がんばれる気がする。家庭での声掛けを継 

続しあいさつを習慣化することが必要。 

・班によって元気が良かったり、あいさつしているのかしていないのかよく分からなかったりする子も多い。 

 

いつも子ども達の様子を見守ってくださりありがとうございます。教えていただいたことについては学 

校での指導に生かしていきます。 

  

 

            雪の季節  安全な服装で 

いよいよ本格的な雪の季節を迎えます。地区役員さんたちからも声が上がっていたように、

道が悪くなり、登下校しにくい道路状況になる日もあることでしょう。子ども達が少しでも

安全を確保できるよう、寒い日には手袋を付けたりや帽子をかぶったりするようご家庭でも

ご準備ください。フードで左右確認がしにくくなることもありますし、ポケットに手を入れ

ることで転倒でのけがも心配されます。また、風が強い日には傘が飛ばされそうになること

もあります。 

子ども達の安全をみんなで見守っていきましょう。 


